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施設所在地

法人名

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

【環境設定】・安全に遊べる様に、砂場の淵を樹脂性のものに交換・抗菌砂の入れ替え

　　　　　　・十分に楽しめる様に遊びの同線を考慮した玩具置き場の配置

【準備】　　・砂場用玩具（スコップ・型抜き・コップ・茶碗・砂場用車）等　十分な数を揃える

　　　　　　・水を運べるバケツ・じょうろ

・令和７年１０月～令和８年３月の間に実施

・子どもの人数、職員配置、天候等を考慮し、十分に遊び込める時間を取れる日に予定

・２回目以降は上記のことを考慮しつつ、遊び後の子ども達の意欲や、声を聞いて実施

　する日を他クラス職員とも話し合い決定していく。

　

東京都北区滝野川3-77-8

社会福祉法人宮元福祉会

砂と水

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

・園の特色である「屋上の砂場」を生かし、砂と水を用いて、それらの相互によって

　遊びが展開、発展すると考えた為。

・砂と水を用いて遊ぶことで、イメージしたものを作る為に考え、工夫することや

　友達と協力して作り上げる楽しさを感じることが出来ると考えた為。

66-0490

宮元保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・回数を重ねることで、次は何を作ろうか、どんな遊びをしようか、と自分で考え、

　計画し遊び始める姿が見られた。遊びを通して見通しを立てる力が付いてきたと

　感じた。又、友達と同じ物を協力して作ったり出来たものを喜び合うなど、関わり

　が発展していく様子も見られた。

・友達とのやり取りの中で、友達の作ったものを壊してしまったり、考えの食い違いや

　トラブルもあったが、それも人間関係を学んだり気持ちを立てなおしたり、工夫を

　考えたりする良い機会となった。

・「みんなで山を作ろう！」等取り組むテーマを持ち、皆で同じ物を作ったりする機

　会を持つことで、他者の工夫を見たり、気づきや学び、遊びの幅を広げる事ができた

　かもしれないので、次の活動に生かして行きたいと思う。

１，砂に触れ、砂の感触を楽しむ

２，水を流して水を入れた際の砂の変化の様子を観察したり、触れて違いに気づく。

３，水と砂を使いその特性を活かしながら、自分の作りたいものを作る、その中で

　　友達との関わりや、同じ遊びを一緒にすることを楽しむ。

・砂や泥の感触を嫌がる者はおらず、開放的に伸び伸びと遊ぶ姿が見られ、「楽しかった」「また

　やりたい」という声が聞かれ、もっと遊びたい！という沸き上がる子ども達の気持ちが伺えた。

・砂に触れ「さらさら～」水を入れると「冷たいね」「トロトロ」「カチカチになるね」など

　砂や水に十分に触れ、その感触や変化の様子を自分なりの言葉で表現し共有し楽しんでいた。

・子ども達の様子も踏まえ、２回目以降は、砂場遊びをすることを事前に知らせると、「線路を

　作ってお水を流す」「水を流して川を作る」等、自分のしたい遊びをイメージし、期待感、意欲を

　持って遊びに取り組んでいた。

・その次に取り組んだ際、前日に年長児が作った山が残っており、それを見て「トンネルを作りた

　い！」との声が子ども達の中から上がった。砂にじょうろで水を流すと穴が開く特性を学んで

　いた子ども達からは、その特性を活かして、どの位置から水を流したら良いか考え、伝えあう

　姿も見られ、友達と協力しトンネルが完成すると喜び、満足感、達成感を感じている様子が

　伺えた。

活動の様子が分かる写真　2枚以上を貼付してください。

（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）


